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伊
瀬
知　

ア
グ
リ
ラ
ン
ド
え

い
は
、
㈱
頴
娃
観
光
開
発
公

社
が
指
定
管
理
を
受
け
て
管

理
運
営
し
て
い
る
が
、
公
社

の
こ
れ
ま
で
の
収
支
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

　

ま
た
、公
社
の
経
営
基
盤
、

経
営
状
況
、
経
営
改
善
策
に

つ
い
て
専
門
的
機
関
に
お
い

て
経
営
診
断
を
行
な
っ
た
上

で
、
民
間
を
含
め
た
「
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
方
向
性
が
決
ま
っ
た
段

階
で
一
般
公
募
に
よ
り
指
定

管
理
者
を
選
定
す
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長　

㈱
頴
娃
観
光
開
発
公

社
は
、
平
成
８
年
２
月
に
設

立
さ
れ
指
定
管
理
者
と
し
て

業
務
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

平
成
26
年
度
第
20
期
ま
で
の

収
支
状
況
は
資
本
金
１
億
円

に
対
し
て
、
１
億
33
万
６
千

円
の
債
務
超
過
と
な
っ
て
い

る
。

　

ア
グ
リ
ラ
ン
ド
え
い
の
施

設
利
用
の
活
性
化
を
図
る
必

要
性
か
ら
、
民
間
の
専
門
的

知
識
を
有
す
る
組
織
を
設
置

し
、
今
後
ど
う
す
べ
き
か
を

十
分
協
議
し
、
29
年
４
月
１

日
か
ら
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
は
、
一
般
公
募
に
よ
る
選

定
を
検
討
す
る
。

管
理
運
営
の
状
況
は

市
長
／
資
本
金
に
対
し
て
債
務
超
過

と
な
っ
て
い
る

アグリランド

伊瀬知　正人  議員

市民の声を　
　行政に問う

議会会議録はここで見れます
◎校区・地区公民館
◎市立図書館
◎ホームページ（南九州市）

一般質問
10人が登壇

アグリランドえい
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外
国
人
看
護
師
・
介
護
福

祉
士
を
養
成
す
る
准
看

護
学
校
開
設
の
考
え
は

市
長
／�

利
活
用
の
方
向
性

が
見
出
せ
れ
ば
貸

付
や
譲
渡
も

浜
田　

看
護
師
・
介
護
福
祉

士
の
不
足
に
対
す
る
海
外
か
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小
規
模
小
中
学
校
存
続
の

た
め
の
取
り
組
み
は

市
長
／
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
分
析
し
、

慎
重
に
対
応

統廃合

東　

３
月
定
例
会
で
３
期
目

の
立
候
補
に
当
た
っ
て
「
こ

れ
か
ら
周
り
の
方
々
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
決
定
す
る
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現

在
の
考
え
は
。

市
長　

体
力
の
限
界
・
気
力

の
衰
え
は
避
け
て
通
れ
な
い

た
め
今
回
限
り
で
引
退
す

る
。

東　

市
民
の
大
半
は
、
霜
出

市
長
に
も
う
１
期
市
政
を
託

し
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
が
。

市
長　

市
民
や
職
員
に
恵
ま

れ
感
謝
し
て
い
る
が
、
こ
れ

以
上
続
け
る
の
は
市
民
の

方
々
に
迷
惑
を
か
け
る
。

市
政
施
策
の
達
成
度
を
示
せ

市
長
／
概
ね
達
成
で
き
た

東　

本
市
の
基
本
理
念
実
現

の
た
め
の
達
成
度
は
。

市
長　

総
合
計
画
は
平
成
21

年
度
か
ら
平
成
29
年
度
期
間

で
、
前
期
・
後
期
の
施
策
を

総
合
計
画
策
定
委
員
会
で
評

価
分
析
し
た
結
果
、
着
実
に

第
一
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て

進
ん
で
お
り
概
ね
達
成
で
き

た
。

浜
田　

地
域
毎
の
小
中
学
校

は
国
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を

担
う
も
の
で
あ
り
、
郷
土
の

歴
史
・
文
化
の
保
存
、
継
承
、

創
出
、
育
成
を
行
な
う
上
で

存
続
が
必
要
で
あ
る
が
見
解

を
問
う
。

市
長　

教
育
は
経
済
社
会
・

国
づ
く
り
の
基
盤
を
な
し
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割

を
持
つ
。
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
第
一
と
し
、

保
護
者
・
地
域
住
民
の
要
望

に
耳
を
傾
け
、
誠
実
に
対
応

す
る
。

教
育
長　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
と
し
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
が
実
現
で
き
る
よ

う
支
援
に
努
め
る
。

ら
の
人
材
育
成
や
地
域
活
性

化
に
も
機
能
す
る
留
学
生
を

対
象
と
し
た
准
看
護
学
校
の

開
設
の
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

学
校
跡
地
は
現
在
、

普
通
財
産
と
し
て
管
理
し
て

お
り
、
そ
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
公
有
財
産
活
用
検
討
委

員
会
に
よ
り
利
活
用
・
処
分

等
の
方
向
性
を
決
定
す
る
も

の
と
し
て
い
る
。
公
募
に
よ

る
具
体
的
な
活
用
法
が
見
い

だ
さ
れ
た
場
合
は
、
普
通
財

産
貸
付
や
譲
渡
ま
た
は
行
政

財
産
と
し
て
活
用
が
考
え
ら

れ
る
。

東　兼喜  議員

浜田　茂久  議員

頴娃准看護学校

次
期
市
長
選

出馬の考えは

市長／体力・気力限界のため引退する

総合計画
の前期基本計画２９１施策の達成度

十分な成果 144件 49.49%

ある程度 130件 44.67%

成果不十分 17件 5.84%

25年度末目標指数　　　85件

８割以上 66件 77.65%

5～8割程度 10件 11.76%

5割以下 9件 10.59%
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竹
迫　

本
市
は
農
業
立
市
で

あ
り
、
主
に
土
地
利
用
型
農

業
の
た
め
農
地
が
不
足
し
て

い
る
。
遊
休
農
地
活
用
や
農

地
開
発
等
に
よ
り
農
地
不
足

の
解
消
に
努
め
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長　

農
地
開
発
は
地
元
申

請
が
必
要
で
、
地
元
と
の
連

絡
調
整
、
農
業
委
員
会
と
連

携
を
図
り
、
優
良
農
地
の
確

保
に
努
め
る
。

Ｊ
Ｒ
西
頴
娃
駅
の
業
務
委

託
に
つ
い
て

市
長
／
改
善
を
検
討
す
る

竹
迫　
Ｊ
Ｒ
西
頴
娃
駅
の
業

務
委
託
を
曜
日
に
よ
り
、
午

前
の
み
、
午
後
の
み
の
営
業

と
し
、
財
政
負
担
を
軽
減
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

財
政
負
担
は
伴
う

が
、
当
面
は
現
状
を
維
持
し

た
い
。

竹
迫　

今
ま
で
の
委
託
先
と

委
託
方
法
は
。

企
画
課
長　

有
限
会
社
総
合

商
社
丸
信
と
随
意
契
約
に
よ

り
業
務
委
託
し
て
い
る
。

竹
迫　

行
政
が
20
年
以
上
競

争
も
な
く
随
意
契
約
と
は
驚

き
で
あ
る
。
独
占
企
業
で
は

な
い
か
。

　

今
後
は
委
託
方
法
や
時
間

短
縮
を
含
め
た
検
討
を
す
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

入
札
契
約
委
員
会
で

話
が
出
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
だ
、
今
後
検
討
す
る
。

後
の
「
平
和
を
語
り
継
ぐ
都

市
」
宣
言
の
ま
ち
と
し
て
ど

の
よ
う
に
施
策
を
展
開
し
て

い
く
考
え
か
。

市
長　

中
止
に
つ
い
て
は
、

日
本
国
中
か
ら
多
く
の
意
見

が
届
き
、
混
乱
を
巻
き
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
。
特
攻
に
関

す
る
記
録
は
、
歴
史
資
料
と

し
て
の
価
値
の
み
な
ら
ず
、

反
戦
、
平
和
へ
の
願
い
と
い

う
普
遍
的
価
値
を
持
つ
も
の

と
し
て
、
現
代
に
生
き
る
多

く
の
人
々
に
影
響
を
与
え
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も

こ
れ
ら
の
情
報
を
世
界
に
伝

え
て
い
く
努
力
を
続
け
る
。

あ
わ
せ
て
、
平
和
を
語
り
継

ぐ
都
市
宣
言
の
ま
ち
と
し
て

平
和
事
業
を
推
進
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
た
福
祉
・
健
康
増
進
対
策

蔵
元　

基
本
計
画
に
は
、
知

覧
特
攻
平
和
会
館
を
核
と
し

て
、
い
の
ち
や
平
和
の
尊
さ

を
語
り
継
ぎ
な
が
ら
平
和
の

情
報
を
発
信
し
続
け
、
世
界

の
恒
久
平
和
へ
寄
与
し
て
い

く
と
あ
る
。
今
回
の
友
好
交

流
協
定
締
結
の
中
止
は
、
今

後
の
大
き
な
教
訓
で
あ
っ
た

と
思
う
が
、
そ
の
反
省
と
今

南九州議会だより　第32号　一般質問

農
地
不
足
の
解
消
を

市
長
／
要
望
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
支

援
し
た
い

農業振興

竹迫　毅  議員

遊休農地となった田んぼ

蔵元　慎一  議員

命の尊さを伝える知覧特攻平和会館

平
和
事
業

オシフィエンチム市との友好
交流協定締結中止の今後は
市長／�多くの混乱を招いたが今後も

平和情報を伝えていく
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子
育
て
環
境
に
つ
い
て

市
長
／
児
童
の
健
全
な
育
成
と
保
護

者
の
利
便
性
向
上
に
努
め
る

子育て支援亀
甲　

定
住
に
は
子
育
て
し

や
す
い
環
境
の
整
備
が
必
要

で
す
。
保
育
所
に
お
け
る
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
見
解
を

求
め
る
。

市
長　

施
策
に
つ
い
て
は
認

可
保
育
所
の
利
用
申
し
込
み

時
に
お
け
る
公
平
で
適
正
な

利
用
調
整
を
図
り
、
児
童
の

健
全
な
育
成
と
保
護
者
の
利

便
性
向
上
に
努
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

亀
甲　

待
機
児
童
で
我
慢
を

し
て
く
れ
と
い
う
こ
と
が
公

平
で
適
正
な
利
用
と
言
う
こ

と
か
。

福
祉
事
務
所
長　

市
の
方
で

も
出
来
る
だ
け
入
所
枠
を
確

保
し
て
い
き
た
い
。

亀
甲　

県
内
に
は
育
休
退
園

を
改
め
て
、
退
園
さ
せ
ず
に

継
続
通
園
で
き
る
市
町
村
が

29
あ
る
。
子
育
て
支
援
・
若

者
定
住
を
図
る
の
で
あ
れ

ば
、
国
の
制
度
云
々
で
は
な

く
市
の
考
え
方
だ
と
思
う
。

地
方
か
ら
国
の
制
度
を
変
え

な
い
と
い
け
な
い
。

　

育
休
は
あ
く
ま
で
産
ま
れ

た
子
の
た
め
で
あ
り
、
母
親

へ
の
理
解
を
示
し
て
い
る
市

町
村
が
あ
る
が
ど
う
考
え
る

か
。

福
祉
事
務
所
長　

27
年
度
か

ら
は
、
枠
を
広
げ
て
入
所
出

来
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

亀
甲　

南
九
州
市
の
よ
う
な

小
さ
い
ま
ち
で
、
待
機
児
童

が
出
る
こ
と
が
腑
に
落
ち
な

い
。
子
育
て
を
し
て
い
る
人

た
ち
に
い
い
支
援
策
を
考
え

て
欲
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇
地
方
創
生

○
第
３
セ
ク
タ
ー

○
土
地
の
登
記

○
ピ
ロ
リ
菌
検
査

亀甲　俊博  議員

かつめ保育所

吉
永　

地
域
イ
ベ
ン
ト
等
開

催
補
助
金
交
付
要
綱
の
規
定

で
は
、
一
部
の
団
体
し
か
活

用
で
き
な
い
と
考
え
る
。
規

模
の
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
等
で

も
活
用
で
き
る
よ
う
拡
充
す

る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、

各
地
域
か
ら
交
流
人
口
を
増

や
す
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を

模
索
す
る
が
、
経
費
負
担
が

重
く
、
な
か
な
か
計
画
が
進

ま
な
い
と
聞
く
。
校
区
単
位

で
活
用
で
き
る
補
助
金
制
度

に
取
り
組
む
考
え
は
。

市
長　

こ
の
事
業
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
事
業
費
３
０
０
万
円

以
上
の
も
の
に
限
定
し
、
そ

れ
以
下
の
小
規
模
イ
ベ
ン
ト

は
対
象
と
し
て
い
な
い
。
一

定
規
模
で
効
果
の
期
待
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
に
限
定
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

校
区
や
団
体
な
ど
で
実
施

す
る
魅
力
的
な
地
域
お
こ
し

イ
ベ
ン
ト
等
は
、
ま
ち
づ
く

り
事
業
補
助
金
な
ど
の
助
成

制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

吉
永　

各
地
域
で
取
り
組
ん

で
い
る
祭
り
や
伝
統
行
事
も

人
口
減
で
寄
付
金
は
減
り
、

事
業
費
確
保
も
困
難
と
考
え

る
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
に
も

活
用
で
き
る
支
援
策
は
。

市
長　

地
域
で
行
な
っ
て
い

る
夏
祭
り
等
は
今
ま
で
通
り

の
形
態
で
支
援
す
る
。
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
提
案
型

補
助
金
制
度
へ
の
移
行
や
地

域
創
生
総
合
戦
略
の
中
で
も

新
た
な
助
成
制
度
を
検
討
し

て
い
る
。

吉永　賢三  議員

補助金活用で作製のみこし

商
工
観
光

補助金の拡充の考えは

市長／�提案型補助金制度や新たな
助成制度を検討
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内
園　
「
子
育
て
家
庭
に
対

す
る
支
援
や
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
ま
す
」
と

謳
っ
て
い
る
が
、
本
市
は
育

休
退
園
制
度
を
と
っ
て
お

り
、
働
く
母
親
、
園
児
、
保

育
園
に
と
っ
て
も
大
変
厳
し

い
制
度
で
あ
る
。

　

県
内
43
市
町
村
中
29
市
町

村
で
は
「
育
児
休
業
は
あ
く

ま
で
産
ま
れ
た
子
の
た
め
」

と
し
て
継
続
通
園
可
能
と
し

て
い
る
。
本
市
の
制
度
は
、

少
子
化
対
策
で
は
な
く
、
少

子
化
推
進
策
で
あ
る
。
本
市

も
育
休
通
園
可
能
に
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

28
年
度
か
ら
廃
止
す

る
。

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

交
付
の
広
報
は

市
長
／
周
知
文
書
に
同
封

内
園　

所
得
控
除
一
覧
表
で

は
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

者
は
、
障
害
者
控
除
ま
た
は

特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
ら

れ
な
い
と
あ
る
。
申
請
に
よ

り
税
金
の
軽
減
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
周
知
さ
せ
る
考
え

は
。

市
長　

こ
の
制
度
の
広
報
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
も
市
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
今
後
、
要
介
護
認
定
結

果
通
知
書
を
送
付
す
る
際
、

制
度
の
周
知
文
書
を
同
封
す

る
な
ど
、
新
た
な
広
報
活
動

に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
小
規
模
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

の
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
、

新
聞
活
用
協
定
の
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
積
極
的
な
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

土
曜
授
業
の

　
　
　

取
り
組
み
は

教
育
長
／�

自
校
の
教
育
課
題
を

踏
ま
え
た
教
育
活
動

を
展
開

深
町　

平
成
27
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
土
曜
授
業
に
つ
い
て

各
学
校
の
取
り
組
み
状
況
を

問
う
。

教
育
長　

各
学
校
に
お
い
て

は
、
土
曜
授
業
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地
域
な

ら
で
は
の
特
色
を
生
か
す
と

と
も
に
、
自
校
の
教
育
課
題

を
踏
ま
え
た
教
育
活
動
を
展

開
し
て
お
り
、
学
校
か
ら
は

「
学
力
の
定
着
に
向
け
た
学

習
指
導
に
じ
っ
く
り
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
こ

れ
ま
で
実
施
で
き
な
か
っ
た

行
事
が
実
施
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
て
い
る
。

深
町　

平
成
27
年
６
月
議
会

に
お
い
て
「
平
成
23
年
９
月

に
南
日
本
新
聞
社
と
新
聞
活

用
協
定
を
結
ん
で
い
る
」
と

答
弁
し
て
い
る
が
、
新
聞
活

用
協
定
の
内
容
を
示
せ
。

教
育
長　

新
聞
を
よ
く
読
む

児
童
生
徒
は
、
教
科
に
関
す

る
調
査
の
正
答
率
が
高
い
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

育
休
退
園
制
度
に
つ
い
て

市
長
／
平
成
28
年
度
か
ら
廃
止

保　育

内園　知恵子  議員

深町　幸子  議員

土曜授業のようす（清水小）

教　

育

NIE（教育に新聞を）

教育長／積極的な推進を図っていく

たのしい給食（ちらん中央保育園）
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ふ
る
さ
と
納
税
の
見
直

し
で
地
域
活
性
化
を

市
長
／
見
直
し
の
考
え
は
現
在
は
な
い

納　税西　

本
年
４
月
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
改
正
に
よ

り
、
住
民
税
の
還
付
が
２
割

ほ
ど
に
拡
大
さ
れ
た
。
ふ
る

さ
と
納
税
は
豪
華
特
典
で
過

熱
し
、
税
収
減
に
悩
む
自
治

体
で
は
地
域
活
性
化
の
一
助

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
も
ふ
る
さ
と
納
税
を

見
直
し
、
積
極
的
に
活
用
す

る
考
え
は
。

市
長　

本
年
度
お
礼
品
の
内

容
を
見
直
し
た
ば
か
り
で
、

見
直
し
の
考
え
は
現
在
の
と

こ
ろ
な
い
。

西　

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

は
８
年
で
３
３
０
０
万
円
強

で
、
平
戸
市
で
は
一
年
間
で

13
億
３
７
０
０
万
円
も
集
め

て
地
域
の
活
性
化
に
役
立
て

て
い
る
。

　

本
市
の
市
民
が
他
市
町
村

に
お
礼
を
求
め
て
納
税
を
す

る
と
、
本
市
の
住
民
税
は
減

少
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

農
業
の
衰
退
や
人
口
減
少
を

食
い
止
め
る
最
上
の
策
と
考

え
る
が
、
お
礼
品
の
割
合
を

増
や
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の

拡
大
に
取
り
組
み
、
本
市
産

業
の
活
性
化
と
人
口
増
に
取

り
組
む
考
え
は
。

市
長　

今
後
も
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
愛
郷
会
等

を
活
用
し
て
さ
ら
に
本
制
度

の
周
知
を
図
る
。

西　次雄  議員

本市のお礼品「ふるさとの食卓」

次の議会は11月18日（水）開会予定
※手続き簡単　本館２階で住所・氏名を書くだけ

傍聴し
てみませんか

　12月定例会

　市長・市議会議員選挙が12月６日告示、
13日投票で行われるため12月定例会は11
月となります。

　11月18日（水）本会議（開会）
　　　19日（木）本会議
　　　20日（金）常任委員会
　　　27日（金）本会議（閉会）

議会を

◆議会中継◆
インターネット配信または各支所ロビーでご覧いただけます。


